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1976年、米国フィラデルフィアにおい

て突発性肺炎の集団発生があり、そ

の後、原因菌はBrennerらにより新種

の菌としてLegionella pneumophilaと命

名されました。 L. pneumophila はエキ

スやペプトンを含む一般の培地には発

育が認められず、研究の初期ではそ

の培養は困難をきわめました。

Feeleyらはこの菌の発育因子につい

て検討し、酵母エキスの他に鉄成分と

L-システインが必須であること、寒天

などの培地成分から発育阻害物質を

吸着する必要があることを見いだし、

可溶性ピロりん酸鉄、L-システインお

よび活性炭を添加したCharcoal yeast 

extract agar(CYE)寒天培地を考案しま

し た 。 ま た Pasculle ら は CYE 培 地に

ACES（N-2-acetamido-2-aminoethane 

sulfonic acid)を添加し、培地の緩衝性

を高め、この菌の発育時間を短縮でき

る B-CYE （ Buffered charcoal yeast 

extract)寒天培地を考案しました。さら

にEdelsteinは、α-ケトグルタル酸カリ

ウムを添加することでレジオネラ属菌

の発育が促進されることを報告しまし

た。

B-CYEα寒天培地は、B-CYE寒天

培地にα-ケトグルタル酸カリウムを添

加した非選択培地です。本培地はレジ

オネラ属菌の初代分離および一般の

培養に最も汎用されています。しかし、
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レジオネラ属菌は発育が遅く、人工環

境水や土を培養する時、混在する他

の細菌や真菌の発育に覆われたり、

それらの微生物が培地中に放出する

抗レジオネラ物質の為に発育が抑制さ

れて検出ができないことがあります。こ

のため検査材料の前処理としてpH処

理または加温処理のいずれかを行うと

ともに、上記のB-CYEα寒天培地に

種々の抗菌剤や抗真菌剤を加えた選

択培地を用います。

選択培地の一つとして、WYOα寒天

培 地 が あ り ま す 。 本 培 地 は

Wadowsky-Yeeの培地(GVP培地）を

奥田ら(1984)が改良した培地で、B-
CYEα寒天培地を基礎培地に、抗菌

剤としてグリシン、バンコマイシン、ポリ

ミキシンBを、抗真菌剤としてアムホテ

リシンBを添加した培地です。レジオネ

ラ属菌以外の細菌を始め、真菌の発

育も抑制するように考案されていて、

冷却塔水からのレジオネラ属菌の選

択培養に優れています。WYOα寒天

培地のWYOαは、Wadowsky-Yee-

Okuda α-ケトグルタル酸カリウムの

略 で す 。
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